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（内モンゴル自治区）の現状を、山形ダッカ友好病院院長（Bangladesh）Md、

EkhlasurRahman氏と温州医科大学郭小娼氏が医者の立場から報告した。つい

で、大阪市立大学圃藤吟史氏が「バングラデシュのヒ素中毒とわが国の有機

ヒ素摂取における発癌リスク評価｣、大阪市立大学鰐洲英機氏が「ヒ素発癌の

動物モデル｣、日本大学山中健三氏が「ヒ素の発癌メカニズム」について

講演した。以上の講演および討論では第一に、ヒ素を体内に取り込まないこと

が大事であること、皮膚症状は、すべての地域で高い発生率で生じていること

が報告された。また、臨床症状と砥素中毒の関係にはまだ不明な部分が数多く

あること、DMAと関連した代謝産物の癌に対する役割など、特に癌化のメカ

ニズムについて活発な討論が行われた。最後に、世界的なヒ素汚染の問題を解

決するためには、多面的なアプローチの重要性が強調された。

セッションⅡは、「アジアの砥素汚染地域からの報告」をテーマに行われた。

宮崎大学横田漠氏による「NGOと大学の協働一ガンジス川流域の批素汚染対

策における宮崎大学とAANの協働一」と題した基調講演が行われ、現在ヒ素

汚染が進行中の中国、ネパール、インド、ベトナムにおいて、実際に汚染対策

に携わっている医者、技術者、NGOの職員等の現地報告と各地で汚染が拡大

し中毒患者が増加している事や､それぞれの国での対策や問題点が報告された。

セッションⅢは、「ヒ素研究の最前線」をテーマに研究発表を募集し、19

件の研究発表が行われた。ヒ素の除去技術、ヒ素汚染地域の調査・分析、およ

びヒ素の分析に関する発表が行われ、こちらも活発な討論が行われた。

このシンポジウム開催に際し、多くの皆様の献身的なご協力が得られ、我々

の予想を大幅に上回る約140名の参加がありました。特に、塩見会長はじめヒ

素研究会の多くの皆様に多大なるご協力を頂きました。ご講演をお願いしまし

た、山中先生、圃藤先生、鰐淵先生には心より感謝申し上げます。これからも

宮崎大学は､国際的なヒ素シンポジウムを開催していきたいと考えております。

その際にはぜひ、ヒ素研究会と共同で開催できますよう心より願っております。

最後にこのヒ素シンポで、新たな研究の繋がりができたことを心からうれしく

思い、筆をおきます。
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海洋生態系では藻類（生産者）は海水中の微量上酸を取り込んでジメチルアルシン

酸に変換し、さらにリボースを付加したアルセノシュガーを生成しつつ生物濃縮して

いることが明らかとなっている。また魚介類など食物連鎖を通して一次消費者から高

次消費者に移行する過程でアルセノベタインが生成することが確認されている。そこ

で演者は淡水生態系でも同様なヒ素の生物変換が行われていると考え、ヒ素濃度の高

い箱根早川で試料を採取し、含有するヒ素種を測定した。その結果、河川水では10

～1,OOOngAsﾉ／mLの上酸が存在しており、淡水産藻類シオグサでは総ヒ素量に対し

て約60％のアルセノシュガーが検出された。このことから淡水産藻類においても海産

藻類と同様、アルセノシュガー生成機構の存在が考えられた。またアユやテナガエビ

など淡水産動物でも海産魚介類と同様にアルセノベタインが検出されたことから、水

圏生態系ではヒ素の生物変換は普遍的に行われていると考えられた。そこで実験室的

に淡水性単細胞緑藻クラミドモナスを用いて上酸を曝露し、細胞内におけるヒ素の化

学形態変換について検討したところ、細胞内に取り込まれた上酸はジメチルアルシン

酸に変換され、さらにアルセノシュガーに変換していることが確認された。またこれ

を餌として淡水魚類に摂取させたところ筋肉中にアルセノベタインが検出された。以

上のことから、海水および淡水産藻類は水中から無機ヒ素を取り込んでメチル化を行

い、さらにリボースを付加してアルセノシュガーを生成し、食物連鎖の上位に位置す

る魚介類では毒性の低いアルセノベタインを生成することが明らかとなり、水圏生物

は長い年月をかけて環境に適応してきたことが推測された。

【遺棄化学兵器関連フェニルヒ素化合物の検出と代謝】2003年茨城県において共同

住宅の住民に健康被害が
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報告され、その原因はヒ

素を含む化学剤に起因す
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物である。本研究ではこれら有機ヒ素化合物による環境汚染の拡大ならびに健康被害

を未然に防止する目的で、環境試料および生体試料中のD剛Aを迅速に検出できる分

析法を検討した。

また土壌や米など環境試料中のヒ素化合物やヒト尿中代謝産物を検出するためメチ

ル化代謝物であるフェニルジメチルアルシンオキシド（PDMAO)、ジフェニルメチル

アルシンオキシド（DPMAO)、フェニルメチルアルシン酸（PMAA）の同時分析法を

検討した。その結果、神栖町の地下水からD剛Aならびにフェニルアルソン酸（剛A）

を検出した。また土壌からは剛A,PMAA,PDMAO,DPMAOが検出され、米からは

PMAAが、また地下水あるいは米を摂取していたヒトの尿中からはPMAAが主として

検出された。

【謝辞】

本研究を遂行するにあたりご指導賜りました日本環境化学会長森田昌敏博士、

（独）国立環境研究所化学環境研究領域長柴田康行博士、同有機環境計測研究室伊

藤裕康主任研究員に深謝いたします。また本研究は環境省、農林水産省、厚生労働省

の研究費によるところが大であり、関係各位に深謝いたします。実質的に本研究を支

えてくれたのは木下健司修士、野口綾乃修士、下谷真仁修士ならびに研究室の学生諸

君であり、受賞の喜びを共に分かち合いたい。
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(2)Kinoshita,K､etal,Glutathioneplaysamlein1℃gulatingthefbmationoftoxicreactive

imermediatesfi℃mdiphenylarsenicacid,Tb工施oﾉ.,塑昌142-149(2006）

(3)木下健司、貝瀬利一、遺棄化学兵器関連化合物による環境汚染と測定技術の動向、

産業と環境,§,31-34(2006）

(4)Kinoshita,K,etal,Deteminationofdiphenylarsenicacidandphenylarsonicacid,which

weredegmdationpmductsoforganoarsenicchemicalwar勉reagents，inwellwaterby

HPLC凪CPMSsys妃m’4”ﾉ.のg”o"1““e"､,典298-293(2005）

(5)貝瀬利一、木下健司、地下水から検出された有機ヒ素化合物の分析とその毒性、

ぶんせき,且,284-290(2005）
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理事会だより

日本ヒ素研究会理事会では日本ヒ素研究会の発展と活‘性化に向けて議論を重

ねております。特にこの数年で検討を重ね、第13回ヒ素シンポジウムの総会

で皆様のご意見を反映させながら展開していく考えでおります。これまで検討

しました案件につきまして提案させていただきます。

◎シンポジウムの開催について

ヒ素シンポジウムは二年に一回という隔年での開催でしたが、会員の皆様

から毎年開催してもらいたいとの要望が出され、一年に一度の開催を目指し

て検討してまいりました。その結果、二日間にわたる規模のシンポジウムと

一日のみの規模のシンポジウムを隔年交互で開催する方向で検討しておりま

す。開催の引き受け担当の先生の積極的なお申し出をお願いいたします。

◎ArsenicLetねrの発行回数と内容の充実に向けて

ArsenicLetねrは年に一度の発行でしたが、会員へのサービスのためにも

年二回程度の発行を目指し、内容もさらに充実を図っていこうと考えており

ます。そのためArsenicLetねrの発行をこれまでの会長が発行するのではな

く、ArsenicLetに『担当理事を理事会の中で決めたいと考えております。本

発行は貝瀬が担当して発行をいたしました。ヒ素シンポジウムの総会で会員

の皆様におはかりしたいと考えております。また会員の皆様からの積極的な

情報や原稿をお寄せ下さい。

◎会員の拡大について

これまでシンポジウムの参加者は会員より非会員の方が多かったため、さ

らなる会員の拡大は可能であると考えております。シンポジウムをこれから

毎年開催することとなると、シンポジウムをご担当していただける先生とシ

ンポジウム開催の財政面での裏付けが必要になります。そのためにも会員の

拡大は必要となります。会員であればシンポジウムの参加費が安くなる特典

があり、またArsenicLetに『の送付が受けられます。そのためにも内容の充

実が必要となりますので会員の皆様の積極的なご意見を反映させて会員増を

目指していきたいと考えております。なお今年からシンポジウムの筆頭発表

者は会員に限るとして会員増の拡大に努めるようにしました。
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◎会費と学生会員について

会費は原則として二年単位で徴収しておりましたが、今後は一年単位の会費

とし、さらに学生会員の制度を設けて会員の増大に向けて努力いたします。今

年度から当分の間､年会費は正会員3000円､学生会員2000円､団体会員20000

円で、シンポジウム参加費は正会員2000円、学生会員1000円、非会員5000

円にしたいと考えています。ただし第13回シンポジウムは、大会長の希望に

より、学生については会員、非会員を問わず1000円にしています。学生のシ

ンポジウム参加費については、今後さらに検討したいと思います｡。

◎表彰制度の導入

シンポジウムにおいて優秀な発表に対して表彰制度を導入する方向で検討

しております。選考方法、対象者、表彰内容などについては具体的に煮詰め

ていきます。

◎理事会の機能強化について

理事の役割分担の明確化、理事会の定例化、若手理事の登用など理事会の

機能強化を検討いたします。
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第13回ヒ素シンポジウム開催のご案内

第13回ヒ素シンポジウムは，下記の要領で平成19年11月23日（金）～24

日（士）に東海大学短期大学部（静岡）で開催されます。東海大学短期大学部

（静岡）は第1回、第2回シンポジウムが開催された場所で、日本ヒ素研究会

の故郷ともいえます。第1回、第2回シンポジウムで大会長をつとめられた松

任茂樹先生が再び大会長を'快くお引き受けくださり、現在、松任茂樹先生と事

務局の本間智寛先生とともに着々と準備を進めておられます。第13回ヒ素シ

ンポジウムは前会長の前田滋先生と理事の花岡研一先生による特別講演と一

般発表が28題と多数集まりました。是非ヒ素を中心に静岡で熱い討論をしよ

うではありませんか。詳しくは以下のホームページを参照して下さい。

大 会 長：松任茂樹（東海大学短期大学部学長、日本ヒ素研究会副会長）

開催日：平成19年11月23日（金）～24日（士）

会場：東海大学短期大学部（静岡）

（〒420-8511静岡県静岡市葵区宮前町101）

JR静岡駅より静岡鉄道新静岡駅乗車、柚木駅下車徒歩4分

ホームページ：http://web・sjc・u-tokai､ac､jp/~hisosl3／

問い合わせ先：

〒420-8511静岡市葵区宮前町10l

東海大学短期大学部

食物栄養学科

本間智寛

Tel：054-261-6321内線：3253

E-mail：homa@sjc､u-tokai､ac,jp
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日本ヒ素研究会役員名簿（平成18，19年度）

＊役員は所属を公開しても問題ないと判断し、氏名と所属の両方を記載いたし

ました。
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会長 塩見一雄（東京海洋大学海洋科学部：攻
０
０受）

副会長 圃藤吟史（大阪市立大学医学部教授）

貝瀬利一（東京薬科大学生命科学部教授）

松任茂樹（東海大学短期大学部教授）

顧問 石黒三郎（元古河機械金属株式会社顧問）

戸田昭三（東京大学名誉教授、東京応化工業株式会社副社長）

理事 大木章（鹿児島大学工学部教授）

小長谷保平（古河機械金属株式会社）

島田允尭（九州大学名誉教授）

神和夫（北海道立衛生研究所）

千葉啓子（岩手県立大学盛岡短期大学部助教授）

花岡研一（独立行政法人・水産大学校教授）

久永明（福岡県立大学人間社会学部教授）

虞柄泰基（北海道大学大学院工学研究科教授）

槙田裕之（九州大学医学部助教授）

山内博（北里大学医療衛生学部教授）

山岡到保（産業技術総合研究所・グループ長）

山中健三（日本大学薬学部助教授）

鰐淵英機（大阪市立大学医学部教授）

監事 高橋章（東海大学短』月大学部教受）

名誉会員 PeterJ､Craig（DeMonfbrtUniversity）

JohnS､Edmonds（KarlFmn配nsUniversiwofGIaz）

井上尚英（九州大学名誉教授、浅木病院パーキンソン病療育センター

長）

岡田昌二（静岡県立大学名誉教授）

田川昭治（水産大学校名誉教授）

戸田昭三（東京大学名誉教授、東京応化工業株式会社副社長）

前田滋（鹿児島工業高等専門学校長）

山村行夫（聖マリアンナ医科大学名誉教授）



日本ヒ素研究会規約

総則、

第1条 この研究会を日本ヒ素研究会（JapaneseArsenicScientistIsSociety；略
JASS）と称する。

事務局を日本ヒ素研究会会長の研究室におく。第2条

目的および事業

第3条この研究会はヒ素およびヒ素と関連した元素に関する研究の交流・提携および
促進をはかり、学術・文化の発展に寄与することを目的とする。

第4条前条の目的を達成するため次の事業を行う。

1．学術講演会および研究集会（ヒ素シンポジウム）の開催

2．研究情報誌の発行

3．その他、目的達成のために必要な事業

条
条
条
条

員
５
６
７
８

会
第
第
第
第

この研究会の目的に賛同する個人および団体をもって会員とする。

会員はこの研究会が行う事業を享受することができる。

会員は会費を納入しなければならない。会費の金額は、別に定める。

会員になろうとする者は、入会申し込み書を本会事務局に提出し理事の許可を

受けなければならない。

本会を退会しようとする時は、事務局に退会届を提出する。

名誉会員は本研究会の発展に、特に功績のあった者および理事が特に承認した

者とする。名誉会員は、会費を免除される。

第9条

第10条

役員

第11条この研究会に会長1名・副会長3名および顧問、理事若干名と監事をおく。

第12条，会長は本会を総括し、副会長は会長を補佐する。会長は理事会を召集し、理事
は理事会の決議にもとづき本会の事業を推進する。

第13条顧問は前会長･副会長の中から理事会において選出される｡本研究会は顧問に、

本会の事業推進についての助言・指導を仰ぐ。

第14条役員の任期は2年とし､総会の合意により選出される｡但し､留任は妨げない。

総会

第15条総会は、少なくとも2年に1回開催されるヒ素シンポジウム時に開催し、事業
報告、事業計画、規約の改定等の重要事項を審識・決定する。

条
条
６
７

計
１
１

会
第
第

本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入によってまかなわれる。

会長は収支決算書を作成し、監事による監査を受け、総会の承認を受けなけれ

ばならない。

本会の会計年度は、1月1日に始まり12月31日をもって終わりとする。第18条

会費

第19条会費は、個人年会費を3,000円とし、団体年会費を20,000円とする。

付則

本規則は、昭和60年11月23日から施行。

本規則は、昭和61年4月5日一部改定。

本規則は、平成7年11月24日改定。平成8年1月1日から施行。

11



編集後記

日本ヒ素研究会の機関誌「ArsenicLe杖er」の第12号をお届けいたします。本

号からArsenicLetter発行担当理事を担当することになりました貝瀬です。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。もっと早くに発行してお届けすべきところ大

幅に遅れてしまい、会員の皆様にはご迷惑をお掛けしたことを心からお詫び申

し上げます。

さて、いよいよ第13回ヒ素シンポジウムが松任先生のお世話で来る11月23

日～24日に東海大学短期大学部にて開催される運びとなりました。どうぞ会員

の皆様、ふるってご参加いただきたいと思います。東海大学短期大学部は第1

回、第2回と松任先生が大会長をお務めになった思い出の場所でもあり、正直

私共もここまで継続してこられるとは思いもよらないことでした。どうぞ熱い

議論を静岡で戦わせようではありませんか。

今回は2名の先生（田辺先生と貝瀬先生）からご寄稿いただきました。田辺

先生には、昨年秋の平成18年11月3－4日に宮崎で開催された「Intemanonal

symposiumonhealthhazaIdsofarseniccontamination㎡groundwaterandits

countemeasu"s－伽mTbmkutoAsia-」を開催されたシンポジウムの概要を

「Intemano“1sⅧposiumonhealthhazaIdsofarseniccontaminationofgroundwater

anditscountemeasuIes-伽mTbrokutoAsia‐を終えて」と題しておまとめいた

だきました。宮崎大学を研究活動中心として士呂久地方のヒ素の環境汚染と健

康影響、またアジア各地におけるヒ素による地下水汚染と健康被害について広

く網羅された講演や演題が集まり、国内はもとより東南アジアからの研究者が

多数参加されました。

一方、貝瀬先生には「有機ヒ素化合物の環境化学的研究」と題してご寄稿い

ただきました。これは貝瀬先生が日本環境化学会主催第16回環境化学討論会

の席上で学術賞を受賞された際の受賞記念講演の予稿集を掲載したものです。

貝瀬先生はヒ素を含む水圏生態系でのヒ素の循環の一つを解明され、また茨城

県神栖市で起きた毒ガス兵器原料のジフェニルアルシン酸に関する分析法の確

立や生体影響の解明が評価されたものであります。日本ヒ素研究会としてもう

れしい限りです。
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会員名簿について：個人情報保護法との関係で、前号から会員名簿は氏名に

限ることにしました。今年から一般会員と学生会員に分けて掲載いたしました。

会員の所属、住所、電話番号、e-mailアドレスなどは、事務局で責任を持って

管理いたします。研究上の問題などで会員相互に連絡を取りたいが連絡先がわ

からないということが出てくると思います。ご不便をおかけいたしますが、そ

ういう場合にはまずは事務局にご相談ください。また得られました個人情報に

つきましては厳重な管理をお願いいたします。

理事会だより：現在、理事会ではヒ素研究会の活性化と会員拡充に向けて議

論をしています。議論の途中経過ではありますが内容を「理事会だより」とし

て掲載いたしました。理事だけでなく、会員の皆様におかれましてもいろいろ

ご意見があるかと思います。研究会の活性化のために、忌憶のないご意見をお

寄せいただければ幸いですので、どうかよろしくお願い申し上げます。

最後に、今回のArsenicLeはerの発行に当たっては、東京薬科大学環境動態化

学研究室の宮下振一君をはじめとする学生諸君にお手伝いをいただきました。

ここに記して感謝申し上げます。なお、ヒ素研究会やArsenicLe杜erに関するご

意見、ご要望などがあればいつでもご遠慮なく事務局までお寄せください。

〒1蛇-0392

東京都八王子市堀之内1432-l

東京薬科大学生命科学部

日本ヒ素研究会事務局

貝瀬利一

TEL:似2-676-1633

肌X:側2-印6-5084

E-mail:kaise＠1s・tOyaku･acjp
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